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経
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号
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昭
和
五
十
怨
九
月
二
十
五
日
午
前
十
時
開
議

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

会
期
の
決
定一

発
議
案
第
三
号

書脅日
開
明
第

日
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前
義
局
長
補
佐

巌

哲啓査

書

雄一

剖
商

男繁男

敏

雄哲夫

義

都
市
財
政
危
機
突
破

κ関
す
る
意
見
書
に
つ

一
一
議
案
第
五
十
九
号
い
て館
山
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

ー
認
定
第

て

号

昭
和
田
十
九
年
度
館
山
市
一
般
会
計
歳
入

日
程
第
五

認
定
第

認
定
第

認
定
第

認
定
第

認
定
第

認
定
第

報
告
第

議

案

第

六

十

号

議
案
第
六
十
一
号

議
案
第
六
十
二
号

一
議
案
第
六
十
三
号

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

Eコ
τヲ

昭
和
四
十
九
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

K
つ
い

て

号

昭
和
四
十
九
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
田
十
九
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
九
年
度
館
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

K
つ

四
ロ
守

五
号

ム
ハ
口
方

い
て
昭
和
四
十
九
年
度
館
山
市
学
童
災
害
共
済

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

κ

つ
い
て

七
号

昭
和
田
十
九
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別

会
計
収
支
決
算
の
認
定

K
つ
い
て

安
一
房
中
央
土
地
改
良
区
の
経
営
状
況
説
明

書
の
提
出

K
つ
い
て

土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

館
山
市
豊
一
局
育
成
牧
場
。
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
陀
つ
い
て

館
山
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
に
係
る
報
酬
及

四
長
J

ー2-



開

ぴ
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
陀
つ
い
て

昭
和
五
十
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予

算
(
第
三
号
〉

昭
和
五
十
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
(
第
二
号
)

会

午
前
十
時
二
十
五
分
損
金

O
議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
)
本
臼
の
出
席
議
員
数
二
十
八
名
、
と
れ
よ
り
昭

和
五
十
年
第
三
回
市
議
会
定
例
会
を
開
会
し
、
直
ち

K
本
日
の
会
議
を
開
き

ま
す
。

5義

長

の

報

生
ロ

O

議
長
会
口
問
勇
治
郎
君
)
本
完
例
会
議
案
審
議
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第

一月
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
出
席
要
求
に
対
し
、
会
手
も
と
に
配
付
の
と
か

り
出
席
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
御
了
承
願
い
ま
す
u

左
hv
、
監
査
委
員
よ

D
六
月
な
い
し
八
月
実
施
の
監
査
の
結
泉
が
報
告
さ

れ
て
か
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
会
手
も
と

K
配
付
の
印
刷
書
に
よ

D
御
了
承
願

円
安
す
。

i義

察

の

記

付

O

詩
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
議
案
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。
議
案
の
配
付
漏一

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
o
l
-
-
配
付
漏
れ
念
し
と
認
め
ま
す
。

本
日
の
議
事
は
な
手
も
と
に
配
;付
の
日
程
表
に
よ

-D
行
い
ま
す
。

会
議
録
者
名
議
員
の
指
名

O
議
長
(
士
口
一
出
勇
治
郎
君
)

を
す
。

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い

六
審
議
員
鈴
木
正
義
君
、
二
五
番
議
員
伊
賀
多
朗
君
、

い
た
し
ま
す
。

以
上
両
君
を
指
名

会

期

定

の

決

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

本
定
例
会
の
会
期

κ
っ
き
議
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
本
九
月
二
十
五
日

か
ら
十
月
六
日
ま
で
の
十
二
日
間
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
。

訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
会
期
を
十
二
日
間
と
定
め
ま
す
と
と
に
御
異
議

あ
b
ま
せ
ん
か
。
(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
〉

0
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
期
は
九

月
二
十
五
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で
の
十
二
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

ス
μ

提

案

理

由

の

説

明

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
と
の
際
本
定
例
会
招
集

K
っ
き
市
長
の
あ
い
さ

つ
並
び
に
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
ナ
。

ハ
市
長
半
、岸
良
一
君
登
壇
)

O
市
長
〈
半
、
岸
良
一
君
)
提
案
理
由
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
士

本
日
と
と
に
第
三
回
市
議
会
定
例
会
を
招
集
し
、
当
面
す
る
諸
案
件
に
つ

い
て
御
審
議
を
な
願
い
す
る
と
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
提
出
い
た
し
ま

し
た
案
件
は
認
定
関
係
七
件
、
報
告
一
件
、
一
般
議
案
五
件
、
補
正
予
算
二

件
で
る

b
ま
す
。
以
下
概
要

κ
つ
き
ま
し
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
認
定
関
係
と
い
た
し
を
し
て
は
、
昭
和
四
十
九
日
早
度
の
一
般
会
計
及



び
特
別
会
計
の
決
算
を
了
し
ま
し
た
の
で
、
監
査
委
員
の
意
見
を
つ
け
て
議

会
の
認
定
に
付
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
報
告
関
係
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
安
房
中
央
土
地
改
良
区
の
経
営
状

況
説
明
書
の
提
出
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
本
市
が
同
改
良
区
の
借
入
金
に

対
し
て
損
失
補
償
を
し
て
い
る
関
係
か
ら
、
地
方
自
治
法
の
規
定

K
よ・
9
報

告
す
る
も
の
で
あ

b
ま
ず
。

次
氏
議
案
第
五
十
九
号
館
山
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
で
あ

b
ま
す
が
、
現
委
員
松
尾
一
謙
治
君
に
は
、
本
年
二
月
十
九
日
初
め
て
教
育
委

員
に
任
命
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
任
期
が
前
委
員
の
残
任
期
間
汚
っ
た
た

め
来
た
る
十
月
一
日
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
同
君
を
一
丹
任
い
た
し
た

く
議
会
の
伺
意
を
な
顔
い
す
る
も
の
で
あ

D
ま
す
。

次
に
議
案
第
六
十
号
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
で
あ

D
ま
す
が
、

本
事
業
は
土
地
改
良
法
の
規
定
に
基
づ
〈
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、
坂
井
及

び
小
沼
の
一
部
に
つ
い
て
ほ
場
整
備
事
業
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

次
に
議
案
第
六
十
一
号
館
山
市
豊
一
一
房
育
成
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
で
あ

b
ま
す
が
、
最
近

の
荷
物
価
の
高
騰
K
伴
い
飼
料
、
土
地
借
り
上
げ
料
等
の
値
上
が

D
K
よ
り

維
持
管
理
費
が
増
大
し
た
の
で
、
牧
場
の
健
全
な
運
営
を
は
か
る
た
め
使
用

料
を
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

D
ま
す
。

次
に
一
一
議
案
第
六
十
二
号
館
山
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
有
線
音
楽
放
送
に
つ
き
ま
し
て

は
近
時
そ
の
利
用
の
普
及
が
著
し
〈
、
本
市
内

K

P
き
ま
し
で
も
そ
の
設
置

が
計
画
さ
れ
て

b
b
ま
す
。

ζ

の
た
び
と
の
有
線
放
送

K
っ
き
・
ま
し
て
新
た

κ道
路
占
用
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
議
案
第
六
十
三
号
非
常
勤
の
特
別
職
の
批
判
員
K
係
る
報
酬
及
び
費
用

弁
償

K
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、

社
会
教
育
指
導
員
の
報
酬
に
フ
き
・
ぎ
し
て
は
今
年
度
国
庫
の
締
助
基

準
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
と
に
伴
い
、

報
酬
額
の
改
定
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次

K
議
案
第
六
十
四
号
昭
和
五
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
三
号
で
あ

b
ま
す
が
、
歳
出

k
b
き
ま
し
て
総
務
費
で
法
人
市
民
税
の
落
ち
込
み
に
伴

う
税
収
入
還
付
金
百
九
十
八
万
二
千
円
、
民
生
費
で
医
療
費
及
び
給
付
を
受

け
る
も
の
の
増
加
に
伴
つ
て
の
心
身
障
害
者
医
療
給
付
扶
助
費
百
八
十
八
万

三
千
円
、
措
置
費
の
基
準
改
定
に
伴
つ
て
の
老
人
ホ

1
ム
収
容
措
置
扶
助
費

六
百
三
十
八
万
六
千
円
が
追
加
補
正
の
主
な
も
の
で
、
減
額
補
正
と
し
ま
し

て
水
産
業
費
で
布
良
漁
港
街
さ
ば
き
所
工
事
の
補
助
金
八
百
六
十
五
万
八
千

円
、
伊
戸
漁
港
船
揚
場
上
張
工
事
品
質
で
百
二
十
万
円
、
と
の
両
港
の
工
事

K

っ
き
ム
ぎ
し
て
は
県
の
財
政
難
か
ら
今
年
度
の
補
助
事
業
に
認
定
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
今
年
度
の
工
事
を
中
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

ま
た
教
育
費
で
一
中
及
び
二
中
の
防
音
改
築
工
事
請
負
費
で
六
千
四
百
六
寸

六
万
二
千
円
、
同
工
事
の
管
理
委
託
料
で
五
十
五
万
五
千
円
の
減
額
、
と
れ

は
本
年
度
当
初
予
算
積
算
に
あ
た
タ
ま
し
て
防
衛
施
設
庁
の
指
示
に
よ

'U
前

年
度
の
二

O
必
増
の
単
価
で
予
算
を
組
み
ま
し
た
が
、
そ
の
後

O
P物
価
は
思

っ
た
よ

LP
上
昇
し
友
か
っ
た
た
め
予
算
残
が
生
じ
た
も
の
で
あ

D
ま
す
。
と

の
ほ
か
土
木
愛
で
見
物

1
小
沼
線
陸
道
改
良
工
事
の
計
画
変
更
に
伴
う
裕
正

等
が
あ
り
、
全
体
で
六
千
三
百
二
万
四
千
円
の
滅
額
補
正
と
念
夕
、
と
れ
に

伴
い
歳
入
に
な
き
ま
し
て
国
、
県
支
出
金
、
起
債
等
が
滅
額
と
な
-D
を
す
。

次
に
議
案
第
六
十
五
号
昭
和
五
十
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

二
号
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
支
出
に
つ
き
・
嘩
仇
し
て
は
三
芳
水
道
企
業
団
か
ら
の

咽

-圃圃，
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受
水
脅
と
し
ま
し
て
料
金
の
値
上
げ
と
水
量
増
加
に
伴
う
追
加
分
と
し
て
千

百
四
十
三
万
円
、
量
水
器
の
不
良
品
と
期
限
切
れ
並
び
陀
定
額
制
か
ら
の
切

・9
か
え
に
伴
う
量
水
器
取
h
y
か
え
野
千
四
百
五
十
万
円
、
五
十
一
年
度
事
業

の
繰
b
上
げ
陀
伴
う
ダ
ム
新
設
工
事
請
負
費
一
億
一
千
五
百
万
円
、
並
び
に

ダ
ム
工
事
管
理
監
督
委
託
料
と
水
道
路
設
笑
施
設
計
委
託
料
千
二
百
七
十
九

万
八
千
円
、
千
葉
県
地
方
土
地
開
発
公
社
に
ダ
ム
用
地
の
取
得
を
委
託
し
て

あ

b
ま
す
が
、
と
れ
に
伴
い
買
収
総
額
の
八
婦
を
投
資
す
る
と
と

κ念
D
ま

す
の
で
、
と
の
出
資
金
と
し
て
二
千
四
百
四
十
万
円
が
主
な
も
の
で
、
財
源

と
し
ま
し
て
料
金
収
入
、
国
産
補
助
金
、
企
業
債
を
も
っ
て
充
当
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
今
会
期
中
に
現
在
欠
員
中
で
あ

b
ま
す
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

K
つ
い
て
追
加
議
案
を
予
定
し
て
な
り
ま
す
。

以
上
で
簡
略
で
は
あ
り
ま
す
が
、
説
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
友

好
詳
細
に
つ
き
司
ま
し
て
は
関
係
課
長
等
を
し
て
説
明
い
た
さ
せ
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
な
願
い
い
た
し
を
す
。

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
市
長
の
あ
い
さ
つ
並
び

K
説
明
を
終

b

ま
す
。 な

な
、

議

の

上

手呈

案

O
-
4
F
E
-
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
日
程
第
三
、
発
議
案
第
三
号
都
市
財
政
危
機
突

破
に
闘
す
る
み
一
品
見
番

K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
宗
の
一
朗
読
を
胤
い
ま
す
。

ハ
吉
田
記
朗
読
)

発
議
案
第
三
号
都
市
財
政
危
機
突
破

K
関
す
る
意
見
書

K
つ
い
て

説
、
索
の
内
容
説
明

‘ .j 

議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
一
ご
二
番
議
員
菊
井
敏
博
君
登
壇
〉

O
二
三
番
〈
菊
井
敏
博
君
)
た
だ
い
ま
話
題
と
な
り
ま
し
た
都
市
財
政
危
機

突
破
に
関
す
る
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
提
案
麗
由
を
申
し
述
べ
た
い
と
存

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

じ
ま
す
。

御
承
知
の
と
な
り
現
下
の
経
済
環
境
の
急
激
な
悪
化
に
よ
タ
ま
し
て
‘
国

地
方
を
通
じ
多
大
左
税
収
不
足
K
よ
り
、
財
政
は
か
つ
て
な
い
危
機
代
直
面

し
て
必
り
ま
す
。
財
政
需
要
を
満
た
し
、
住
民
要
望

K
と
た
え
る
た
め
陀
は

財
政
の
確
保
が
急
務
で
あ
り
、
今
日
の
来
曽
有
の
財
政
危
機
を
突
政
す
る
た

め
に
は
国

k
b
い
て
強
力
な
減
収
補
て
ん
措
置
を
諮
じ
、
財
政
運
営

κ支
出
作

を
き
た
さ
な
い
よ
う
格
別
友
御
配
慮
十
日
間
り
ま
す
よ
う
、
別
紙
意
見
討
す
関

係
当
局
に
提
出
す
べ
〈
七
名
の
賛
成
者
を
待
て
提
出
い
た
し
た
次
第
で
ど
ざ

い
ま
す
。
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主
な
に
と
ぞ
満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
な
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

説
明

κか
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
説
明
は
終

b
ま
し
た
。

御
質
疑
を
頗
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か

o
l
l
l
御
質
疑
念
し
と

認
め
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
訟
は
か

D
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び

K
討
論
を
省
略
し
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
と
れ

K
ど
異
議
あ
・
り
ま
せ
ん
か
U

ハ
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
〉

O
議
長
(
古
口
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
さ
れ



ま
し
た
。

採

決

O

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
訟
は
か
b
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど
な

D
決
定
す
る
に
御
巣
諺
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
諺
長
〈
士
ロ
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原

案
ど
な

b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

E義

の

上

キ呈

案

O

議
長
会
口
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
四
、
議
案
第
五
十
九
号
館
山
市
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
願
い
空
す
。

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
五
十
九
号
館
山
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
議
案
の
内
容
説
明
を
求
め
ま
す
。

〈
市
長
半
淳
良
一
君
登
壇
)

O
市
長
〈
半
灘
良
一
君
)
提
案
理
由
の
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

松
尾
譲
治
君
K
は
前
任
者
の
禍
岡
保
徳
君
の
辞
任
に
伴
い
、
本
年
二
月
十

九
日
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
て
任
命
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
、
就
任
後

日
も
桟
〈
、
ま
た
最
も
適
任
と
考
え
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
任
命
し
た
い
の

で
詩
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
た
く
提
案
い
た
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
〈
ど
う
ぞ
御
承
認
の
ほ
ど
》
願
い
-
申
し
上
げ
ま
す
。

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
説
明
は
終
り
ま
し
た
。

御
質
疑
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
l
御
質
疑
左
し
と
認

め
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

O
議
長
〈
古
口
田
勇
治
郎
君
)
が
は
か
・
9
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
h
ま
す
。
と

れ

κ御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
ま
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
委
員
会
の

付
託
は
省
略
す
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
。

討

論

O
L
務
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ
h
y
討
論
を
行
い
ま
す
。

。
一
八
番
(
渡
辺
軍
治
郎
君
〉
私
は
二
月
十
九
日

K
教
育
委
員
の
任
命
さ
れ

る
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
と
き
陀
反
対
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
反
対
の

理
由
は
業
界
代
表
の

K
な
い
が
非
常

κ強
い
と
い
う
と
と
と
、
教
育
委
員
は

公
選
制
に
よ
っ
て
選
出
す
る
べ
き
だ
と
い
う
、
そ
う
い
う
立
場
か
ら
そ
の
任

命

κは
反
対
し
た
わ
け
で
す
が
、
引
き
続
い
て
任
期
満
了
に
伴
っ
て
任
命
す

る
と
い
う
と
と
は
、
前
回
の
と
と
と
大
体
同
じ
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
と

れ
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

O
謀
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
他
に
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
o
l
-
-
討
論
左
し

と
認
め
ま
す
。
討
論
を
終

b
ま
す
。

採

決
同

-ー'
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採
決
い
た
し
を
す
。
本
案
の
採
決
は
起
立
に
主

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

り
行
い
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど
hu
り
承
認
す
る
と
と
に
賛
成
の
諸
君
の
‘起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
)

0
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
起
立
多
数
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
ど
か

D
可
決

さ
れ
ま
し
た
G

5義

案

の

上

程

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
五
、
認
定
第
一
号
乃
至
認
定
第
七
号
、

報
告
第
四
号
及
び
議
案
第
六
十
号
乃
至
議
案
第
六
十
五
号
を
一
括
し
て
議
題

と
い
た
し
ま
す
。

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

h

v

は
か

b
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
・
ま
し
た
各
案
件
は
、
本
日
は
と
れ
が
内
容
説
明
の

み
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ
に
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
〉

0
務
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

た。

よ
っ
て
決
し
ま
し

と
の
際
会
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
議
題
と
な
h
y
ま
し
た
各
案
件
は
、
朗
読
を
省
略
し
て
直
ち
に
と

れ
が
内
容
説
明
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ
に
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん

，刀。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
-pv

O
議
長
ハ
吉
田
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
決
し
ま
し

た。
ζ

れ
よ
h
y
順
次
説
明
を
求
め
ま
す
。

で
を
一
括
し
て
行
い
ま
す
。

認
定
第
一
号

ま
ず
決
算
認
定
は
一
号
か
ら
七
号
ま

認
定
第
二
号

昭
和
四
十
九
年
度
館
山
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
九
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
K
つ
い
て

昭
和
四
十
九
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
三
号

昭
和
四
十
九
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
九
年
度
館
山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
九
年
度
館
山
市
学
章
一
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
九
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
収
支
決
算

の
認
定

κつ
い
て

(
市
長
半
海
良
一
君
登
山
坂
)

O
市
長
ハ
半
、
岸
良
一
君
〉
決
算
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま

ナ。
認
定
第
四
号

認
定
第
五
号
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認
定
第
六
号

認
定
第
七
号

た
だ
い
ま
上
程
い
た
し
ま
し
た
認
定
第
一
号
か
ら
認
定
第
七
号
ま
で
、
昭

和
四
十
九
年
度
一
般
会
計
並
び
に
六
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
き
ま
し

て
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
三
条
第
三
項
並
び

K
地
方
公
営
企
業
法
第
三

十
条
第
四
項
の
規
定
K
よ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
の
承
認
を

得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。



顧
み
ま
す
と
、
昭
和
田
十
九
年
度
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
景
気
後
退
下
に

な
け
る
総
需
要
の
抑
制
、
二
年
続
き
の
ふ
た
け
た
物
価
上
昇
と
大
幅
な
春
闘

の
賃
上
げ
、
戦
後
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
等
々
、
と
い
う
戦
後
の
経
済
史

に
も
そ
の
例
を
見
な
い
異
常
な
も
の
で
あ
り
、
と
の
よ
う
な
経
済
環
境
の
悪

化
は
地
方
行
財
政
面
に
も
重
大
左
影
響
を
及
ぼ
し
、
経
済
成
長
率
の
低
下
に

伴
う
財
政
収
入
の
伸
び
が
鈍
化
し
た
反
面
、
歳
出
面
で
は
人
事
院
勧
告
に
よ

る
二
九
・
六
回
労
と
い
う
か
つ
て
な
い
高
率
の
給
与
改
訂
に
よ
る
人
件
費
の

増
高
、
時
f

べ
の
要
請
に
伴
う
樗
社
等
の
行
政
需
要
の
増
大
、
公
債
費
等
義
務

的
経
貨
の
激
増
と
地
方
債
の
発
行
抑
制
と
い
う
か
つ
て
念
い
き
び
し
い
試
練

K
立
た
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
念
全
国
一
的
情
勢
下

κる
っ
て
、
当
館
山
市

K
と
っ
て
も
例
年
に

増
し
さ
ら
に
苦
し
い
財
政
事
情
に
当
面
し
た
わ
け
で
あ

b
ま
す
が
、
経
常
的

経
脅
の
節
訳
、
補
助
令
等
の
再
検
討
、
職
員
の
欠
員
不
補
充
な
ど
全
般
的
念
行

政
経
鮮
の
節
約
、
合
理
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
税
の
確
保
、
地
方
債
の

稿
接
的
な
活
用
等
収
入
の
確
保
を
は
か
る
と
と
に
よ
・
9
、
財
源
の
重
点
的
配

分
と
活
費
の
効
率
化
に
つ
と
め
、
住
民
得
祉
の
充
実
と
住
み
よ
い
地
域
社
会

。
連
誌
に
努
万
し
て
き
ま
し
た
。

予
算
執
行
K
あ
た
h
y

ま
し
て
は
、
前
年
の
決
算
審
査
及
び
予
算
審
査
特
別

委
員
会
よ
h
y

御
指
携
、
御
要
請
の
あ
り
、
ま
し
た
事
項
を
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

本
間
前
市
長
が
基
本
施
策
と
し
て
た
り
'
ま
し
た
産
業
、
教
育
、
観
光
、
福
祉

の
日
本
の
柱
一
乞
中
心

K
従
来
か
ら
の
施
策
を
引
き
続
き
推
進
し
、
地
方
自
治

の
本
旨
を
全
う
す
べ
〈
、
最
小
の
経
脅
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

と
の
間
に
あ
っ
て
一
般
会
計

κ
な
い
て
は
当
初
予
算
歳
入
に
土
地
売
却
を

予
定
し
、
三
億
円
が
計
上
さ
れ
て

b
b、
市
長
就
任
時

K
そ
の
引
き
給
ぎ
を

受
け
た
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
就
任
後
慎
重
に
制
討
し
て
す
い
り
ま
し
た
結

呆
、
さ
ら
に
将
来
に
わ
た
h
y

十
分
在
検
討
会
い
た
し
た
い
と
考
え
、
と
れ
を

歳
入
欠
陥
と
す
る
と
と
も

κ、
歳
出
面

K
が
い
て
も
大
幅
な
給
与
改
訂
等
が

あ
り
、
と
の
た
め
三
億
五
百
八
十
二
万
二
千
円
の
歳
入
不
足
を
生
じ
、
昭
和

五
十
年
度
か
ら
繰

D
上
げ
充
用
を
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計

κな
き
ま
し
て
は
、
今
後
長
期
的
な
展
望
の
も
と
に
歳
出
の
見

直
し
を
行
い
、
財
政
の
再
建
を
は
か
つ
て
ま
い

b
た
い
所
存
で
あ
h
y

ま
す
。

特
別
会
計
k

b
き
ま
し
て
は
、
そ
の
運
営
の
合
理
化
、
適
正
化

K
つ
と
め

ま
し
た
結
果
、
が
な
む
ね
予
算
ど
な
h
J
執
行
す
る
ζ

と
が
で
き
を
し
た
。

ま
た
、
水
道
企
業
会
計
k
h
v
き
ま
し
て
は
、
長
年
の
懸
楽
で
あ
り
ま
し
た

一
房
州
水
道
の
市
営
移
管
が
具
体
化
し
、
市
全
域
の
水
道
の
一
元
化
が
実
現
す

る
ζ

と
に
左
っ
た
わ
け
で
あ

b
ま
す
が
、
収
益
的
収
支
'
k
b
き
を
し
て
四
千

七
百
八
十
二
万
余
円
の
欠
損
と
左

D
、
地
方
財
政
の
危
機
的
な
状
況
の
中
で

地
方
公
営
企
業
の
財
政
危
機
は
一
そ
う
深
刻
な
事
態
に
直
面
し
て
か

D
さ
す

の
で
、
経
営
の
合
理
化
、
適
正
料
金
等
の
問
題
等

K
つ
い
て
今
後
十
分
検
討

し
、
健
全
左
運
営
を
は
か
つ
て
ま
い

D
た
い
と
存
じ
ま
す
。

念
hv
、
と
の
聞
に
あ
タ
を
し
て
二
話
回
貝
各
位

K
は
絶
大
な
る
協
刀
を
日
間

わ
h
y

厚
〈
hv
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
決
算

K
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
主
要
念
成
長

に
つ
き
ま
し
て
は
決
算
氏
関
す
る
報
告
書
、
決
算
審
査
意
見
書
等
に
エ

b
H

了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な

K
と
ぞ
慎
重
念
る
御
審
議
の
ほ
ど
な
願
い
申
し
上
げ
、
提
案
理
由
と
h

た
し
ま
す
。

報
告
第
四
号

い
て

安
房
中
央
土
地
改
良
区
の
経
常
状
況
説
明
書
の
持
出
K
つ

-8-



(
農
産
謀
長
岩
崎
一
郎
君
登
壇
)

O
幾
憲
判
凶
巨
ヤ
ト
(
岩
崎
一
郎
君
)
報
告
第
四
号
安
房
中
央
土
地
改
良
区
の
経
営

状
況
に
つ
い
工
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

さ
ず
最
初
陀
一
八
ペ
ー
ジ
の
四
十
九
年
度
の
事
業
内
容
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
の
土
地
改
良
区
は
二
つ
の
経
営
事
業
を
支
援
い
た
し
て
な
る
わ
け
で
ど
ぎ

い
立
す
。
そ
の
支
援
事
業
が
主
た
る
業
務
で
ど
ざ
い
ま
す
。
一
つ
は
県
営
か

ん
が
い
亜
日
一
設
、
従
来
の
〆
ム
事
業
で
ど
ざ
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
県
営
ほ
場

繋
信
事
業
で
ど
ざ
い
ま
す
。

最
初
代
〆
ム
関
係
の
か
ん
が
い
事
業
か
ら
御
説
明
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
四
十
九
年
度
は
幹
線
水
路
千
六
百
四
十
六
メ
ー
ト
ル
、
と
れ
は
二
号
幹

視
と
三
人
門
幹
線
合
わ
ぜ
4
4
し
て
千
六
百
四
十
六
メ
ー
ト
ル
に
在
る
わ
け
で
ど

ざ
い
交
す
。
二
号
幹
線
水
路
は
大
井
か
ら
安
東
地
先
問
、
大
体
九
重
小
学
校

の
南
東
の
山
す
そ
ま
で
き
て
な
り
ま
す
。
三
骨
幹
線
水
路
は
沓
見
か
ら
竹
原

の
地
先
と
い
う
ζ

止
に
左
り
ま
し
ょ
う
か
。
三
芳
村
の
中
の
東
端

K
達
し
て

h
f

・p-ま
す
。
会
わ
せ
き
し
て
千
六
百
四
十
六
メ
ー
ト
ル
で
ど
ざ
い
ま
す
。
大

体
の
工
事
は
陸
道
止
サ
イ
フ
ォ

Y
で
ど
ざ
い
空
し
て
、
非
常
に
経
受
の
か
か

る
工
事
が
多
い
た
め
、
さ
ら
陀
事
業
費
三
億
二
千
九
百
五
十
五
万
円
を
要
し

て
シ
り
ま
す
の

次

κ県
営
ほ
場
整
備
事
業
関
係
で
ど
ぎ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
四
十
九
年
度

は
こ
っ
陀
区
介
さ
れ
て
施
行
さ
れ
て
な
り
ま
す
c

従
来
は
一
本
だ
っ
た
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
四
十
九
年
度
か
ら
大
体
四
中
あ
た
り
を
境
と
い
た
し
ま

し
て
束
手
)
東
部
地
区
、
西
の
高
井
、
北
条
、
那
古
、
あ
あ
い
つ
た
あ
た
り
を

西
部
地
区
と
分
け
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
西
部
と
東
部
の
二
つ

K
区
分
さ

れ
て
施
行
ぎ
れ
て

h
v
b
ま
す
。

ま
ず
最
初
陀
東
部
地
区
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
四
十
九
年
度
は
江
田
、
腰
越

安
東
の
一
部
で
合
計
三
七
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
施
行
さ
れ
て

b
b
ま
す
。
さ

ら
に
三
芳
村
の
中
が
二
五
ヘ
ク
タ

J
ル
加
わ
り
ま
す
の
で
、
全
体
と
し
て
東

部
地
区
は
六
二
・
八
、
約
六
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
工
事
費

は
一
億
五
千
二
百
六
十
五
万
八
千
余
円
か
か
っ
て
た
り
ま
す
。
四
十
七
年
度

か
ら
始
ま
h
y
、
ま
し
た
の
で
、

ζ

の
累
計
は
と
と
に
書
い
て
あ
り
ま
す
と
か

b

百
九
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
在
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
御
参
考
ま
で
に
館
山

市
分
は
百
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

κあ
た
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
に
商
部
地
区
の
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
ば
四
十
九
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
北
条
地
区
の
八
幡
神
社
の
裏
に
な
り
ま
す
か
、

あ
そ
と
に
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
れ
か
ら
湊
川
の
右
岸
、
川
崎
地
区
で
ど
ざ
い

ま
す
が
、
と
と
に
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
合
わ
せ
ま
し
て
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
ど
ざ
い
ま
す
・
と
れ
が
頭
部
地
区
の
実
施
さ
れ
ま
し
た
四
十
九
年
度
の
実

績
で
ど
ざ
い
ま
す
。

御
参
考
ま
で
申
し
上
げ
て
な
き
を
す
が
、
二

0

ペ
ー
ジ
を
な
開
き
願
い
ま

す
と
、
丸
山
川
右
岸
区
の
工
事
の
内
容
が
出
て
令
り
ま
す
が
、
と
れ
ば
館
山

市
に
は
該
当
ご
ざ
い
ま
ぜ
ん
。
大
体
ζ

れ
は
四
十
九
年
度
で
三
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
工
事
量
で
工
事
費
が
一
億
三
千
百
万
程
度
か
か
っ
て
な
る
よ
う
で
ど
ざ

い
ま
す
。

ーヲー

二
ペ
ー
ジ
ニ
つ
の
県
営
事
業
に
関
速
い
た
し
ま
す
経
理
関
係
の
決
算
報
告

に
つ
い
て
、
今
度
は
御
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
初
は
や
は
り
県
営
か
ん
が
い
事
業
関
係
の
決
算
か
ら
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
全
ナ
。
と
の
会
計
は
ダ
ム
関
係
の
支
援
事
業
、
そ
れ
と
改
良
区
そ
の
も

の
の
選
営
費
用
が
主
体
で
ど
ざ
い
ま
す
。

一
応
歳
入
か
ら
主
左
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
組
合
費
が
四
千
四
丙
四

十
一
万
七
千
五
百
九
十
円
が
収
入
済
み
と
念
つ
て
な

b
ま
す
。
徴
収
率
引
ム
八



自
・
五
婦
に
あ
た
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
五
款
の
借
入
金
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

の
借
入
金
に
つ
き
ま
し
て

は
き
た
の
ち
ほ
ど
歳
出
で
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
け
れ
ど
も
、
工
事
費
の
二

五
ポ
滑
に
あ
た
る
受
益
者
自
己
負
担
分
に
該
当
す
る
ほ
ほ
満
額

K
近
い
も
の
が

借
り
ら
れ
ま
す
の
で
、

ζ

れ
は
公
庫
資
金
を
借
b
受
け
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま

す
、
と
の
金
額
八
千
二
百
三
十
八
万
円
。
と
の
額
は
去
る
三
月
の
定
例
会
k

b
き
・
ま
し
て
債
務
負
担
行
為
で
損
失
補
償
を
な
認
め
願
っ
た
も
の
と
同
額
で

ご
ざ
い
ま
す
。

歳
入
の
主
念
も
の
と
し
て
は
以
上
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
合
計
い
た
し
ま
す

と
収
入
済
み
額
二
国
三
千
六
百
七
十
一
万
二
千
百
二
十
六
円
と
念
る
わ
け
で

ど
ざ
い
ま
す
の

さ
ら
に
歳
出
の
部
に
入

b
た
い
と
思
い
ま
す
。

歳
出
の
部
で
は
、
事
務
費
が
千
三
百
五
十
一
万
九
千
七
百
七
十
八
円
ー
か
か

っ
て
な
り
ま
す
ヲ

次
に
六
款
の
償
還
金
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
中
の
農
林
漁
業
資
金
の
償
還

金
が
こ
千
七
百
四
十
五
万
三
千
九
百
三
十
五
円
と
相
左
つ
て
な
h
y
ま
す
が
、

と
れ
は
歳
入
の
部
に
た
き
ま
す
組
合
費
、
と
う
い
っ
た
も
の
か
ら
充
当
す
る

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
大
体
長
期
年
賦
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
と
の
ぐ
ら

い
ず
つ
返
し
て
い
く
と
と

K
左
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
に
負
担
金
で
ど
ざ
い
ま
す
。
負
担
金
が
八
千
二
百
三
十
八
万
七
千
五
百

円
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ
は
先
ほ
ど
歳
入
の
部
で
借
入
金
の
と
ζ

で
な
慈
し

申
し
上
げ
ま
し
た
と
な
り
、
経
営
工
事
費
の
三
億
二
千
九
百
五
十
五
万
円
、

と
れ
に
対
し
ま
す
二
五

d
w
K
当
た
る
自
己
負
担
分
を
、

ζ

れ
は
県
へ
の
納
入

金
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
分
が
事
業
の
主
体
に
念
る
わ
け
で
ど
ざ
凶
ま
す
。

と
れ
ら
を
合
計
い
た
し
ま
す
と
、
歳
出
の
総
合
計
一
億
三
千
二
百
四
十
六

万
四
千
四
百
十
九
円
と
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

歳
入
、
歳
出
差
し
引
き
の
残
金
が
四
百
二
十
四
万
七
千
七
百
七
円
で
ど
ざ

い
ま
す
。
と
れ
ば
五
十
年
度
へ
の
繰
越
金
と
左
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
で
か
ん
が
い
事
業
関
係
を
終
り
ま
し
て
、
一

0

ペ
ー
ジ
、
今
度
は
県

営
ほ
場
整
備
事
実
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
東
部
地
区
の
県
営
ほ
場
会
計
の
決
算
か
ら
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
組
合
費
・
賦
課
金
で
ど
ざ
い
ま

す
が
、
七
百
二
十
五
万
四
千
四
百
二
十
円
、
と
れ
が
収
入
済
み
で
ご
ざ
い
ま

す。
そ
れ
か
ら
借
入
金
、
と
れ
は
先
ほ
ど
ダ
ム
関
係
事
業
の
会
計
で
申
し
上
げ

ま
し
た
と
な
り
工
事
費
の
二
五
%
に
相
当
す
る
額
を
公
庫
資
金
を
倍
b
受
け

る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ
が
三
千
六
百
六
十
六
万
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。

歳
入
の
合
計
が
四
千
七
百
三
十
一
万
二
千
二
百
四
十
四
円
と
相
ま
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
歳
出
の
関
係
K
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

歳
出
の
関
係
で
は
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
す
と
、
償
還
金
の
二
百
四
十
二

万
一
千
五
百
十
五
円
が
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ
は
据
え
置
き
期
間
中
の
た
め
利

子
の
み
で
ど
ざ
い
ま
す
J

公
庫
資
金
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
六
・
五
労
に
る
た

る
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。

次
に
負
担
金
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
県
へ
の
納
入
金
で
ど
ざ
い
ま
す
。
東

部
の
工
事
費
が
一
億
五
千
二
百
六
十
五
万
八
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

ζ

の
二
五
労
額
が
三
千
六
百
六
十
六
万
四
千
五
百
円
に
相
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
。
と
れ
を
県
へ
納
入
し
て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

合
計
い
た
し
ま
す
と
、
歳
出
総
額
が
四
千
百
八
十
一
万
八
千
二
百
四
十
九
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円
と
左
?
の
わ
什
で
ご
ざ
い
ま
す
。

歳
入
、
歳
出
の
残
金
が
五
百
四
十
九
万
三
千
九
百
九
十
五
円
、

年
度
へ
繰
り
越
し
に
を
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
に
一
五
ペ
ー
ジ
西
部
地
区
の
決
算
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
歳
入
の

部
で
は
東
部
と
同
様
の
経
理
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
の
地
区
は
四
十

五
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
歳
入
の
う
ち
市
の
補

助
金
七
百
七
十
二
万
八
千
円
が
入
つ
て
な
り
ま
す
。

と
の
ほ
か
主
な
も
の
・
B

と
い
た
し
ま
し
で
は
、
借
入
金
千
三
百
五
十
八
万
円

と
れ
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
工
事
費
の
二
五
¢
に
あ
た
る
受
益

者
負
担
分
に
あ
た
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
公
庫
資
金
か
ら
借
り
受
け
て
シ

る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ
が
翌

歳
入
の
合
計
が
二
千
九
百
一
万
二
千
九
百
七
十
九
円
、

左
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
う
い
う
と
と
に

一
六
ペ
ー
ジ
歳
出
で
ど
ざ
い
ま
す
。

主
}
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

κ償
還

金
で
ど
ざ
い
空
す
。
と
の
償
還
金
の
う
ち
そ
の
他
償
還
金
と
い
う
欄
に
八
百

八
十
一
万
四
千
八
百
二
十
六
円
が
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
四
十
八
年
度
に

西
部
地
区
調
査
設
計
会
計
、
と
れ
は
四
十
八
年
度
で
終

b
ま
し
て
引
き
継
い

で
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
引
き
継
ぎ
債
務
と
し
て
と
の
額
を
償
還
し

て
か
み
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
会
計
で
償
還
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い

を
す
。
資
金
の
大
部
分
が
先
ほ
ど
歳
入
で
申
し
上
げ
ま
し
た
市
の
禍
助
金
が

充
当
さ
れ
て
b
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

負
担
金
は
前
会
計
同
様
工
事
費
の
五
千
四
百
三
十
四
万
円
の
二
五
¢
に
あ

た
る
額
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
歳
出
の
合
計
が
二
千
四
百
三
十
八
万
二
千
十
一
円
と
在
る
わ
け
で
ど

ど
ざ
い
ま
す
。

歳
入
、
歳
出
差
し
引
き
ま
す
と
四
百
六
十
三
万
九
百
六
十
八
円
、
と
れ
が

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
と
念
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
が
二
つ
の
県
営
事
業
に
対
し
ま
す
関
連
事
業
費
の
決
算
内
容
で
ど
ざ

い
ま
す
。

次
に
ニ
三
ペ
ー
ジ
を
な
開
き
願
い
た
い

3r
患
い
ま
す
。
最
後
に
五
十
年
度

の
事
業
計
画
を
御
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
患
い
ま
す
。

五
十
年
度
の
計
画
と
い
た
し
ま
し
て
、
と
れ
は
県
営
事
業
が
先
ほ
ど
決
定

を
み
て
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
ダ
ム
関
係
の
か
ん
が
い
事
業
で
ど
ざ
い

ま
す
が
、

ζ

れ
は
水
路
が
主
体
で
ど
ざ
い
・
ま
し
て
、
本
年
度
の
総
事
業
費
二
憶

を
予
定
し
て

b
b
ま
す
。
幹
線
水
路
の
廷
長
千
九
百
六
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し

て
な
り
ま
す
。
と
れ
は
大
体
九
重
小
学
校
南
東
の
山
す
そ
か
ら
が
そ
ら
〈
九

重
駅
裏
ま
で
ほ
ぼ
千
メ
ー
ト
ル
内
外
が
延
長
さ
れ
る
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
三
号
幹
線
水
路
は
中
の
東
部
か
ら
池
の
内
付
近
を
南
へ
回
り
ま
し

て
江
田
に
降
り
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ζ

れ
も
を
だ
池
の

内
ぐ
ら
い
ま
で
、
ほ
ぽ
千
メ
ー
ト
ル
内
外
の
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
ト
ン
ネ
ル
、
あ
る
い
は
サ
イ
フ
ォ
ン
等
落
差
を
で
き
る
だ
け
縮
め
て
も

っ
て
〈
る
と
い
う
よ
う
念
非
常
に
難
工
事
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次

κ県
営
ほ
場
整
備
事
業
関
係
で
ど
ざ
い
、
ま
す
が
、
東
部
地
区
で
は
工
事

費
一
億
三
千
万
円
で
約
三
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て
な

b
ま
す
。
と
れ

は
安
束
、
二
子
地
区
で
ど
ざ
い
ま
す
。
九
重
の
安
束
、
二
子
地
区
で
す
で
に

着
工
さ
れ
て
会
り
ま
す
。
西
部
地
区
に
な
き
ま
し
で
は
工
費
が
八
千
六
百
万

円
、
施
工
面
積
は
川
崎
地
区
の
残
h
y
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
ど
ざ
い
ま
す
。

平
久
里
川
の
右
岸
、
ど
み
焼
却
場
の
北
側
一
帯
が
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
場

整
備
ぎ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ
が
五
十
年
度
の
事
業
予
定
計
画
で
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説的♂

b
ま
す
。

♂
九
ア
」
、

、よ

1

・4
v

と
れ
ら
の
こ
つ
の
県
営
事
業
を
支
援
い
た
し
ま
す
関
係
予
算
は
、

二
四
ペ
ー
ジ
か
ら
四
一
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
掲
げ
て
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

こ
れ

ら
の
会
計
が
一
貫
し
て
い
る
内
容
が
、

歳
入
面
で
賦
課
金
、

借
入
金
、

場
合

陀
よ
っ
て
ば
補
助
金
が
出
る
場
合
も
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
っ
た

も
の
が
五
た
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
歳
出
と
し
て
は
上
記

κ見
合
う
償
還

金
、
管
退
費
、
あ
る
い
は
県
へ
納
入
す
る
工
事
費
の
二
五
d

切
に
あ
た
る
負
担

金
寺
が
一
〈
体
と
の
予
算
の
骨
格
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

詳
細
は
付
記
説
明
欄

を
が
読
み
の
上
ひ
と
つ
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

議
案
第
六
十
号
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

。
農
産
謀
長
(
岩
崎
一
郎
君
)
議
案
第
六
十
号
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ

い
て
御
説
明
申
し
上
げ
た
悼
と
思
い
ま
す
。

本
件
は
国
庫
補
助
を
伴
う
第
二
次
構
造
改
善
事
業
で
ど
ざ
い
・
ま
し
て
、
そ

の
中
の
ほ
場
整
備
事
業
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
場
合
市
町
村
営
で
行
う
の
が

最
も
ス
ム
ー
ズ
、
円
滑
に
補
助
対
象
も
確
実
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
た
そ

の
よ
う
な
県
の
指
導
も
ど
ざ
い
ま
す
。
市
町
村
営
で
行
う
場
合
は
土
地
改
良

法
第
九
十
六
条
の
こ
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
議
会
の
議
決
を
な
願
い
す
る
も

の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

工
事
の
施
行
場
所
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
西
岬
の
坂
井
及
び
小
沼
の
一
部
と

い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
西
岬
の
見
物
、
農
協
の
支
庖
あ
た
り

か
ら
小
沼
へ
抜
け
る
市
道
が
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

の
市
道
と
砂
山
方
面
へ
行
き

ま
す
県
道
と
の
交
錯
す
る
あ
た

b
の
大
体
南
に
展
開
す
る
ほ
場
で
ど
ざ
い
ま

す
σ

水
田
が
主
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
付
近
の
水
田
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
よ
ぎ
の
期
間
は
、
大
体
十
一
月
の
末
か
ら
十
二
月
の
初
め
ど
ろ
に
着
工
し

三
月
ま
で
に
終
了
し
て
い
き
た
い
と
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ほ
場
の
内
容
は
あ
あ
い
っ
た
狭
い
場
所
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ほ
ほ
十
ア

ー
ル
程
度
の
小
型
の
区
画
整
理
に
念
る
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。

事
業
費
と
し
て
は
二
千
七
百
八
十
三
万
三
千
円
以
内
で
上
げ
た
い
と
い
う

と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ

ど
な
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
案
第
六
十
一
号

館
山
市
豊
房
育
成
牧
場
の
設
置
及
び
管
理

κ関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

O
農
産
謀
長
(
岩
崎
一
郎
君
)
次
議
案
第
六
十
一
号
館
山
市
長
一
房
育
成
牧
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
御
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
の
会
計
に
つ
き
・
ま
し
て
は
、
昨
年
三
月
の
定
例
会
で
六
千
五
百
円
を
八

千
円
に
値
上
げ
御
承
認
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
や
は
り
物
価

の
値
上
が
り
、
あ
る
い
は
借
地
料
の
引
き
上
げ
と
い
う
と
と
が
続
い
て
ま
い

っ
て
な
り
ま
す
の
で
や

b
く
り
が
非
常
に
む
ず
か
し
い
と
い
う
と
と
で
、
去

る
六
月
中
句
に
畜
産
奨
励
委
員
会
に
諮
問
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
実

際
か
か
る
費
用
と
し
て
は
一
万
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
も
や
む
を
得
を
い
じ
ゃ
な

い
か
、
と
れ
は
当
然
で
あ
る
う
と
い
う
と
と
で
市
長
あ
て
に
答
申
が
ま
い
っ

て
な

b
ま
す
。
で
き
る
だ
け
ひ
と
つ
一
万
円
程
度
で
今
後
と
J
r

続
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
市
の
い
ろ
ん
な

財
政
状
況
か
ら
い
た
し
ま
し
で
も
八
千
円
に
あ
り
ま
す
料
金
で
は
や
は

b
苦

し
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
と
れ
を
一
万
五
百
円
に
改
正
を
今
回
な
願

い
し
た
い
と
い
う
と
と
で
御
提
案
申
し
上
げ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
〈
御
審
議
の
ほ
ど
念
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
説

--
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明
を
終
り
ま
す
。

鉱
山
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

(
土
木
課
長
飯
田
治
男
君
登
壇
)

O
土
木
一
一
郎
長
(
飯
田
治
男
君
)
議
案
第
六
十
二
号
館
山
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
網
説
明
・
一
申
し
上
げ
ま
す
。

民
一
条
か
ら
第
五
条

K
あ

b
ま
し
て
は
、
字
句
の
訂
正
で
ど
ー
さ
い
ま
す
c

民
表
の
有
一
掃
音
楽
放
送
線

K
っ
き
さ
し
て
は
、
本
年
の
六
月
二
十
七

p
k

大
阪
市
の
保
式
会
社
有
線
よ
り
道
路
占
用
許
可
申
詩
警
が
提
出
さ
れ
・
ま
し
た

の
で
、
す
で
に
実
施
い
た
し
て
な
り
ま
す
県
内
の
各
市
及
び
県
と
同
様

K
烈

空
線
一
メ
ー
ト
ル

κ
っ
き
年
十
八
円
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
托
ど
が
一
明
い
申
し
上
げ
含
ナ
。

議
案
第
六
十
三
号
非
常
効
の
特
別
裁
の
私
自
民

κ停
る
報
蹴
及
び
費
用
弁

償
に
院
す
る
条
例
。
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
乱
定

議
案
第
六
十
二
号

に
つ
い
て

(
社
会
教
育
諒
長
佐
野
哲
男
君
登
境
)

O
松
会
設
育
謀
長
〈
佐
野
哲
男
君
)
議
案
第
六
十
三
号
非
常
勤
の
特
別
帥
酬
の

phr只
に
か
か
る
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
刈
の
川
山
口
一
疋
に
つ
い
て
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
は
非
常
勤
の
特
別
貯
の
駿
日
R
J
W
れ
か
か
る
報
肱
及
び
費
用
弁
償
に
閉
山
す

る
朱
例
の
別
表
亡
す
の
月
額
一
決
楠
の
社
会
教
育
指
導
員
の
報
酬
額
の
改
正
に

つ
い
て
h
v

回
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
き
す
。
と
れ
ば
関
戸
の
社
会
攻
官
同
情
活
一
員

投
口
同
一
抑
止
治
ー
助
金
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
必

一寸

い
い
た
し
ま
す
。

ャ
A
案
銃
六
十
四
号

昭
和
五
十
年
度
館
山
市
一
般
会
計
純
正
予
算
(
伊
三

号
)

〈
財
孜
課
長
長
谷
川
広
治
君
登
壇
)

。
財
政
課
長
(
長
谷
川
広
治
君
〉
議
案
第
六
十
四
号
昭
和
五
十
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
第
三
号
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
裕
正
予
算
は
三
回
目
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
の
補
正

k
h
F
ふ
き
ま

し
て
は
第
一
条

k
h
g
一
示
し
を
い
た
し
ま
し
た
と
な
わ
y

歳
入
歳
出
予
算
に
対
し

立
す
補
正
、
そ
れ
か
ら
第
二
条
に
記
載
を
い
た
し
を
し
た
地
方
債
の
変
更
、

二
件
で
ど
ざ
い
ま
ナ
。

歳
入
歳
出
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
及
び
歳
出
に
六
千
三
百
二
万
回

千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
補
正
を
い
た
し
ま
し
て
、
今
回
の
Mm
正
後
の
畝
字
を

四
十
六
億
四
千
三
百
九
十
一
万
九
千
円
と
い
た
し
た
い
予
定
の
も
の
で
ど
ざ

い
ま
す
。

抑
部
に
入
・
り
ま
す
と
、
歳
出
荷
で
申
し
上
げ
さ
す
が
、
歳
出
の
追
加
が
千

六
百
七
十
九
万
八
千
円
で
ご
ざ
い
全
す
。
と
れ
は
一
部
事
務
的
な
経
費
の
組

み
か
え
等
も
含
め
ま
し
た
数
{
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
更
正
富
が
七
千
九
百
八
十

二
万
二
千
円
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
差
し
引
き
い
た
し
ま
し
て
六
千
三
百
二
万

四
千
円
と
い
う
数
字
に
相
在

b
ま
ナ
。

ζ

の
六
千
三
百
二
万
四
千
円
は
現
予

算
に
対
し
き
し
て
一
・
三
¢
強
と
い
う
訟
{
子

K
松
左
り
を
す
。
減
街
補
正
を

い
た
し
ま
す
細
目

K
つ
会
」
向
体
し
て
は
二
ペ
ー
ジ
か
ら
五
ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い
ま

す
予
質
に
よ
り
記
載
を
い
た
し
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、
こ
ま
か
く
は
慣
例

κょ

b
全
し
て
事
項
別
明
細
書
に
よ
り
・
の
ち
ほ
ど
御
説
明
を
申
し
上
げ
さ
す
。

第
二
条
の
地
方
債
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
五
ベ
l
j
ヅ
に
ど
ざ
い
ま
す
。
今
回

地
方
位
閣
の
科
ー
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
の
ち
ほ
ど
歳
入
で
申
し
上
げ
ま
す
が
、
第

二
中
学
校
の
改
築
事
業
に
つ
き
ま
し
て
当
初
四
千
六
百
九
十
万
円
の
起
債
を

予
定
い
た
し
売
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
事
業
額
。
減
少

κ伴
い
ま
し
て
限
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度
額
が
落
ち
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
回
三
千
九
百
万
円
と
補
正
を
い
た
し
た

い
七
百
九
十
万
円
減
額
と
い
う
と
止
に
相
者

b
ま
す
。

な
な
、
一
中
の
改
築
事
業
に
つ
き
合
し
て
は
、
歳
出
に
か
き
ま
し
て
事
業

費
が
減
額
を
み
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
一
中
に
つ
き
ま
し
て
は
単
独
事

業
が
ふ
え
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
分
の
起
債
と
の
か
ら
み
合
わ
せ
で

今
回
裕
正
は
い
た
し
て
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。

続
き
ま
し
て
一

O

べ
!
ヅ
の
歳
出
か
ら
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
議
会
費
、
総
務
費
、
農
林
水
産
業
費
、
土
木
費
の
令
款
項
目

K
わ

た
り
ま
し
て
、
一
三
節
の
委
託
料
と
し
て
電
平
複
写
機
の
俣
守
料
、
一
四
節

に
使
用
料
及
び
賃
借
料
と
し
て
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
使
用
料
、
と
れ
を
そ
れ
ぞ
れ

培
類
、
あ
る
い
は
波
宮
¢
措
置
を
い
た
し
て
ど
ざ
い
ま
す
c

と
れ
に
つ
き
ま

し
て
は
年
度
当
初
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
と
い
う
よ
う
念
機
械
を
使
用
い
た
し
て
が
っ

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
年
度
発
足
後
電
子
複
写
機
と
い
う
よ
う
左
も
の

K
機
穏
を
か
え
ま
し
た
た
め
に
、
支
出
を
い
た
し
を
す
科
目
が
変
更
を
い
た

し
た
た
め
の
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
金
額
的
に
小
さ
念
も
の
で
ど

い
を
す
の
で
、
こ
れ
を
省
き
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
歳
出
に
つ
い
て
は
引
き
続
い

て
主
管
課
長
よ
り
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
が
煩
い
い
た
し
ま

す。

(
収
納
課
長
館
石
動
治
君
登
壇
)

。
収
納
謀
長
(
館
石
勘
治
君
)
徴
税
費
か
ら
の
御
説
明
・
申
し
上
げ
ま
す
。

一
一
ペ
ー
ジ
八
節
の
報
償
資
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
一
二
十
七
万
一
千
円
を
計

上
い
た
し
を
し
た
。

ζ

れ
は
市
税
の
紡
期
前
納
付
の
額
が
増
加
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
予
算
に
不
足
を
き
た
し
ま
す
の
で
追
加
補
正
を
か
願
い
し
た
わ
け
で

ど
ざ
い
ま
す
。

一
二
ペ
ー
ジ
二
三
節
の
償
還
金
刺
子
及
び
割
引
料
百
九
十
八
万
二
千
円
を

れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
は
市
税
の
過
誤
紡
還
付
金
氏
不
足
が
予
想
さ

現
時
点
で
推
計
さ
れ
る
額
を
追
加
計
上
い
た
し
た
わ
け
で
ど

計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、

ざ
い
ま
す
。

以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

(
庶
務
課
長
綱
島
憲
治
君
登
壇
〉

O
庶
務
課
長
(
網
島
憲
治
君
)
引
き
続
き
ま
し
て
統
計
調
査
費
に
つ
い
て
御

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
報
醗
で
六
十
四
万
八
千
円
の
減
、
旅
費
で
五
万
六
千
円
。
婚
、
需
用

費
で
九
千
円
の
局
、
委
託
料
で
二
十
万
の
増
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
で
十
五

万
七
千
円
の
減
、
こ
れ
を
必
一
頗
い
'す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

国
勢
調
査
の
第
一
回
自
の
指
示

K
従
い
ま
し
て
当
初
予
算
に
計
上
い
た
し

・
ま
し
た
と
こ
ろ
、
決
定
い
た
し
ま
し
た
段
階
で
報
酬
k

b
き
ま
し
て
六
十
四

万
八
千
円
の
減
と
い
う
ふ
う
左
決
定
を
み
ま
し
た
の
で
、
今
回
念
願
い
す
る

わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
。

旅
費

K
つ
き
ま
し
て
は
、
国
勢
調
査
に
伴
い
ま
す
旅
費
の
不
足
が
生
ず
る

見
込
み
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
か
顔
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

害
用
費
に
つ
い
て
も
問
機
で
ど
ざ
い
ま
す
。

委
託
料
の
、

ζ

れ
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
ゼ
ロ
ァ
ク
ス
の
交
換
の
関

係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
若
干
私
ど
も
の
関
係
で
は
国
勢
調
査

K
伴
い
ま
す
電

子
複
写
機
の
関
係
が
ど
ざ
い
ま
ナ
の
で
、

ζ

の
際
hu
願
い
を
申
し
上
げ
た
次

第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
で
す
。
(
福
社
事
務
所
長
山
口
一
君
登
壇
)

O
福
祉
事
務
所
長
(
山
口
一
君
〉
続
き
ま
し
て
一
一
一
一
、

た
h
y
ま
す
第
三
款
の
民
生
受

K
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

一
三
ペ
ー
ジ
に
わ
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今
回
械
正
を
な
回
以
い
し
ま
す
総
額
と
い
た
し
ま
し
マ
は
九
百
五
十
二
万
五

千
円
の
追
加
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
補
正
後
の
額
を
九
億
三
十
八
万
五
千
円
と

い
た
し
た
い
予
定
の
も
の
で
ど
ざ
い
苦
す
。

と
の
内
訳
と
い
た
し
ま
し
て
、
第
一
環
第
一
自
の
社
会
椿
社
総
務
委
で
ど

ざ
い
ま
す
が
、
二
口
節
扶
助
費
二
百
八
十
七
万
七
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

じ
の
内
訳
と
い
た
し
・
ま
し
て
説
明
欄
に
ど
ざ
い
ま
す
よ
う

K
、
身
体
障
存
者

並
び
に
精
神
薄
弱
者
の
福
祉
措
置

K
必
要
念
聾
用
で
ど
ぎ
い
を
し
て
、
従
来

の
そ
れ
ぞ
れ
の
各
援
護
費
の
基
準
額
が
見
つ
も
り
以
上
に
ア
ッ
プ
し
て
な
り

ま
す
の
で
そ
れ
ら
と
需
要

K
応
ず
る
た
め
の
介
と
い
た
し
を
し
て
、
今
後
と

の
程
度
の
追
加
が
必
.
婆
と
い
う
と
と
で
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
売
。

主
左
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
心
身
障
害
者
の
医
療
給
付
扶
助
安
否
八

十
八
万
三
千
十
八
円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
ば
主
疫
の
身
障
者
、
精
薄
者

K
対
し
ま
す
医
療
給
付
制
度
で
ど
ざ
い
ま
す
。
受
診
件
数
の
上
昇
と
医
療
野

の
ア
ッ
プ

K
伴
い
・
ま
し
て
今
後
と
の
程
度
の
追
加
が
必
要
と
い
う
と
と
で
も

っ
て
計
上
さ
ぜ
て
い
た
だ
‘
芦
一ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
第
二
項
の
老
人
福
祉
費
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
第
一
自
の
老
人

福
祉
総
務
授
、
こ
れ
も
扶
助
努
で
ど
ざ
い
を
し
て
六
百
三
十
八
万
六
千
円
の

追
加
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

の
十
一
月

K
事
業
開
始
を
予
定
さ
れ
て
苧
り
ま
す

特
別
養
護
老
人
ホ

l

ム
の
収
容
関
係
に
つ
き
古
仇
し
て
、
十
人
程
度
の
収
容
を

予
定
し
て
な
り
さ
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
要
す
る
措
置
品
質
を
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
L
F
け
ま
し
て
、
そ
れ
ら
と
合
わ
せ
ま
し
て
従
来
収
容
し
て
か
り
ま
す
養
護
老

人
ホ
l
ム
、
あ
る
い
は
他
地
区
の
特
別
養
護
老
人
不
1
ム
の
基
準
額
の
ア
ッ

プ

κ伴
な
い
ま
す
補
正
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
一
二
日
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
送
迎
パ
ス
の
借

b
上
げ
料
で
ど

ざ
い
ま
す
。
当
初
予
鐙
J

に
な
き
ま
し
て
十
五
万
円
の
計
上
を
b
開J
い
い
た
し

て
ど
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
後
需
要
の
変
化
に
伴
い
ま
し
て
と
の
程
度
の
不
足

が
生
ず
る
予
定
で
ど
ざ
い
i

ま
す
の
で
な
編
い
申
し
上
げ
た
次
第
一
で
ご
ざ
い
ま

す。

.

続
き
ま
し
て
第
四
項
の
生
活
保
護
費
一
回
生
活
仰
抗
議
総
務
費
で
ど
ざ
い
ま

す
が
、
八
節
の
報
償
費
四
万
三
千
円
の
追
加
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
今

般
厚
生
省
の
ほ
う
よ

b
国
民
生
活
実
態
調
査
と
い
う
の
が
、
本
市
が
そ
の
-
謁

査
対
象
地
区
Lι
指
定
さ
れ
ま
し
て
、
と
れ
は
神
戸
の
佐
野
地
区
が
該
当
し
て

か

P
ま
す
が
、
こ
の
国
民
生
活
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
調
査
員
の
報
償
費
で

ど
ざ
い
き
す
。
と
れ
は
全
額
国
の
ほ
う
よ
り
補
助
さ
れ
る
予
定
代
念
つ
て
な

り
ま
す
。

以
上
、
総
額
に
い
た
し
さ
し
て
九
百
九
十
二
万
五
千
円
の
追
加
を
な
願
い

し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
な
腐
い
い
た
し
ま
す
。

〈
水
産
課
長
谷
具
茂
生
君
登
壇
)

。
水
産
謀
長
(
谷
良
茂
生
者
)
六
教
農
林
水
産
以
来
安
三
項
水
産
業
費

K
っ
き

き
し
て
僻
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

漁
業
近
代
化
施
設
設
置
事
業
の
補
助
金
の
減
額
補
正
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と

れ
は
布
良
の
水
揚
げ
荷
さ
ば
き
所
を
建
設
す
る
予
定
で
沿
っ
た
わ
け
で
ど
ざ

い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
市
長
さ
ん
か
ら
の
説
明
の
よ
う
代
認
定
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
て
¥
と
れ
は
ま
た
五
十
一
年
か
ら
第
二
次
構
造
改
善
事
誌
が
始
り
ま
す

の
で
、
県
で
は
そ
の
中
に
の
ぜ
て
枚
討
す
る
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
し
た

の
で
、
一
応
認
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
繰
り
延
べ
と
い
う
よ
う
を
形
に

な
り
4
生
し
て
今
後
考
え
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
次
に
、
一
四
ペ
ー
ジ
漁
港
管
理
一
貨
の
中
の
伊
戸
漁
港
姶
揚
揚
の

上
張
り
工
事
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
一
応
繰
h
J
延
べ
の
よ
う
な
形
で
も

っ
て
次
の
年
度
か
ら
ひ
と
つ
や
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
妥
請
し
て
か

b
ま
す
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の
で
、
今
年
度
は
一
応
波
額
補
正
と
い
う
と
と
で
必
願
い
し
た
わ
け
で
ど
ざ

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
な
願
い
い
た
し
ま
ナ
。

(
土
木
課
長
銀
回
治
男
君
登
壇
)

。
土
木
謀
長
(
飯
田
治
男
君
)
八
款
土
木
費
の
三
目
道
路
新
設
改
良
費
一
五

節
工
事
請
負
費
百
五
十
八
万
と
一
七
節
の
公
有
財
産
賎
入
費
二
百
七
万
の
浩
一

加
補
正
に
つ
き
、
ま
し
て
は
、
市
道
見
物
i
小
沼
線
の
ト
ン
ネ
ル
改
良
工
誌
を

当
初
拡
幅
巻
き
立
て
の
計
商
を
立
て
て
な

b
ま
し
た
が
、
県
と
再
度
調
査
。

結
果
、
あ
と
の
維
持
管
理
の
商
を
考
え
て
も
切
り
割
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
い

う
と
と
で
ど
ざ
い
を
す
の
で
、
計
画
を
変
更
い
た
し
ま
し
て
切
り
割
り
忙
す

る
と
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
必
要
念
用
地
千
七
百
十
九
・
一
四

平
米
を
買
収
し
を
け
れ
ば
念
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
追
加
補
正
を
な
噴
い
す
♂

る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
の
街
路
事
業
費
の
一
五
節
工
事
詩
負
費
三
百
六
十
五
万
円
の
減
額
補
正

に
つ
き
さ
し
て
は
、
市
道
船
形

i
館
山
港
線
の
特
定
交
通
安
全
施
設
整
傍
事

業
に
よ
る
歩
道
新
設
工
事
個
所
の
舗
装
補
修
を
当
初
計
画
し
て
が

b
ま
し
た

が
、
歩
道
工
事
の
竣
工
が
三
月
の
上
匂
ど
ろ
に
も
仏
る
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
の

で
、
工
苧
の
一
部
を
五
十
一
年
度
に
延
期
い
た
し
ま
し
て
追
加
補
正
の
財
源

に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
よ
ろ
し
〈
な
額
い
い
た
し
ま
す
。

〈
防
災
課
長
羽
山
房
雄
君
登
壇
)

O
防
災
課
長
(
羽
山
一
房
雄
君
〉
引
き
続
き
、
ま
し
て
九
款
消
防
費
に
つ
い
て
御

説
明
い
た
し
ま
す
。

一
目
非
常
備
消
防
費
の
中
で
、
当
初
予
算
に
な
き
ま
し
て
問
販
郷
入
。
御

議
決
を
い
た
だ
い
た
ん
で
あ

b
ま
す
が
、
そ
の
後
団
幹
部
及
び
団
員
の
多
大

合
向
理
解
の
上
に
立
ち
ま
し
て
、
と
れ
を
活
動
し
や
す
い
作
業
衣
に
購
入
を

改
め
た
ら
ど
う
だ
、

こ
う
い
う
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
年
度
は
と

れ
を
作
業
衣
を
購
入
す
る
こ
と

K
よ
b
ま
し
て
差
額
を
相
当
生
じ
た
わ
け
で

ど
ざ
い
ま
す
c

そ
の
差
額
の
う
ち
科
目
変
更
る
る
い
は
流
用
、
そ
の
他
で
ζ

れ
を
有
効
K
生
か
し
た
い
と
。
友
会
、
そ
の
う
ち
先

κ団
員
の
優
遇
措
置
の

一
環
と
し
て
場
額
さ
れ
ま
し
た
消
防
団
長
等
の
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金

の
負
担
金
の
不
足
額
に
五
十
二
万
円
を
充
て
た
い
と
、
し
た
が
い
ま
し
て
補

正
額
ゼ
ロ
と
い
う
と
と
に
な
っ
て
訟
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
な
願
い
い
た
し
ま

す。

(
教
育
委
員
会
庶
務
訟
長
汐
時
政
光
岩
畳
境
〉

O
教
育
委
員
会
夙
務
謀
長
(
汐
崎
政
党
君
〉
一
五
ペ

l
Jジ
の
一
(
)
款
教
育
費

に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

二
項
の
小
学
校
費
七
節
賃
金
に
な
き
ま
し
て
六
万
一
千
円
追
加
計
上
い
た

し
ま
し
た
が
、
と
れ
は
去
る
三
月
小
学
校
の
用
務
員
の
一
人
が
急
代
退
職
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
補
い
と
し
ま
し
て
臨
時
用
人
を
採
用
し
て
ま
い
っ
た
わ

け
で
ど
ざ
い
ま
す
、
こ
の
間
何
人
に
つ
き
、
ま
し
て
は
十
月
正
式
に
採
用
す
る
予

定
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ζ

れ
」
え
で
の
賃
金
の
不
足
分
を
と
と

K
一九制捜

い
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
三
項
の
中
学
校
資
に
な
き
・
ま
し
て
、
一
三
節
の
委
託
料
で
五
十

五
万
五
千
円
減
額
い
た
し
ま
し
た
が
、
工
事
管
理
委
託
料
と
い
た
し
ま
し
て

け
国
の
指
導

K
よ
っ
て
工
事
請
負
費
の
口
・
八
七
五
労
を
計
上
し
て
ま
い
っ

た
わ
け
で
ど
ざ
い
交
す
、
し
か
し
次
の
一
五
節
に
な
一
き
4
4
し
て
工
事
詰
負
費

を
減
額
し
て
な

b
ま
す
と
b
h
y
工
事
請
負
費
の
減
額
に
よ

b
ま
し
て
と
れ
だ

け
の
額
の
減
額
が
生
じ
古
仇
し
た
の
で
、
こ
こ
に
補
正
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま

す。
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そ
れ
か
ら
一
五
節
の
工
事
請
負
費
k
b
き
ま
し
て
六
千
四
百
十
四
万
七
千



円
減
額
い
え
し
ま
し
た
が
、
と
れ
は
先
月
の
臨
時
市
議
会
に
な
き
ま
し
て
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
き
・
ぎ
し
て
の
議
決
を
ち
ょ
う
だ
い
し
ま
し
た
と
な

り
、
一
中
の
防
音
改
築
工
事

K
な
き
を
し
て
二
千
二
百
三
十
一
万
の
予
算
に

対
し
ま
し
て
の
減
額
が
ど
ざ
い
・
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ニ
中
に
、
か
き
ま
し
て
四

千
二
百
三
十
五
万
二
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
の
で
と
と

K
補
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
い
た
し
ま
し
て
は
先
ほ
ど
市

長
の
説
明
に
も
あ
り
・
ま
し
た
と
な
り
、
当
初
予
算

k
b
き
ま
し
て
は
固
か
ら

の
指
示
に
よ

b
を
し
て
四
十
九
年
度
の
建
築
単
価
の
二

o
d
w矯
し
を
も
っ
て

予
算
計
上
し
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
全
す
が
、
現
実
入
札
を
終
え
ま
し

た
時
点
に
な
き
き
し
て
は
そ
れ
だ
け
の
建
築
単
価
の
増
が
左
か
っ
た
、
と
う

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
二
中
工
事
着
工
陀
伴
い
ま
し
て
牛
一
じ
ま
し
た
、
古
い
建
物
の

中
に
あ

b
t仇
し
た
調
理
室
を
便
宜
、
正
門
の
と
と
ろ
に
引
き
屋
し
さ
し
た
、

校
舎
の
中
に
特
別
教
室
の
理
科
室
を
移
し
き
す
関
係
で
生
じ
を
す
工
事
費
と

し
て
九
万
一
千
円
、
そ
れ
か
ら
今
回
工
事
を
送
行
し
ま
す

K
あ
た
っ
て
ど
う

し
て
も
取
り
払
う
必
要
の
生
じ
ま
し
た
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
一
様
二
教
室
、
そ
の

一
教
室
を
現
在
二
中
忙
な
い
て
不
足
し
て
な
り
ま
す
体
育
倉
庫
と
し
て
転
用

す
る
た
め
の
工
葱
費
と
し
て
四
十
二
万
四
千
円
を
計
上
さ
ぜ
て
い
た
だ
い
た

次
品
で
ど
ざ
い
ま
す
。

(
社
会
教
育
課
長
佐
野
哲
男
君
登
壇
〉

O
社
会
教
脊
訴
長
(
佐
野
有
男
宕
)
続
き
ま
し
て
一
五
ペ
ー
ジ
社
会
教
育
費

に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

相
会
教
育
総
意
費
に
が
き
玄
し
て
一
一
節
報
酬
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
社
会
L
4
J

脊
指
導
員
の
報
則
改
定

K
伴
い
い
き
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
日
公
民
館
費
の
需
用
費
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
減
額
ば
庁
内
印
刷
等
に
工

左
ι
折
、
図
書
館
の
備
品
隣
人
費
も
年
間
を

見
通
し
ま
し
て
の
減
額
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
が
原
い
い
た
し
ま
す
。

(
財
政
課
長
長
谷
川
広
治
君
登
壇
)

O
財
政
課
長
(
長
谷
川
広
治
君
)
以
上
で
歳
出
の
説
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
歳
出
総
額
六
千
三
百
二
万
四
千
円
と
い
う
ζ
と
K
相
念
タ
ま
す
。

引
き
続
き
を
し
て
八
ペ
ー
ジ
か
ら
の
歳
入
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ

ま
す
。

り
ま
す
も
の
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、

今
回
歳
入
に
な
き
ま
し
て
計
上
い
え
し
ま
し
た
も
の
は
、
九
款
の
使
用
料

及
び
手
数
料
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
歳
出
に
な
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し

た
、
各
事
業
に
対
し
ま
す
規
定
の
補
助
率
等
を
も
ち
ま
し
て
算
定
い
た
し
ま

し
た
額
で
ど
ざ
い
ま
ナ
。

九
款
の
使
用
料
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
一
般
関
係
の
議
案
で
御
説
明
申

し
上
げ
ま
し
た
豊
一
房
育
成
牧
場
等
の
使
用
料
を
な
認
め
い
た
だ
き
ま
す
と
、

年
間
百
十
二
万
五
千
円
程
度
の
勝
収
と
い
う
こ
と
に
柏
な

b
ま
す
の
で
、
今

回
財
源
の
関
係
か
ら
計
上
を
い
た
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
口
款
の
国
庫
支
出
金
に
な
き
ま
し
て
総
絞
五
千
二
十
万
二
千
円
を
計
上

い
た
し
て
ど
ざ
い
空
す
。
大
会
」
念
も
の
は
函
庫
負
和
一
金
に
な
き
ま
す
老
人
保

護
費
負
担
金
五
百
十
万
八
千
円
、
そ
れ
か
ら
減
額

K
左
り
ま
す
二
中
関
係
、

一
中
関
係
の
防
音
校
舎
補
助
金
総
額
五
千
六
百
九
万
八
千
円
等
で
ど
ざ
い
ま

す。
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一
一
款
の
県
支
出
金
k
h
v
き
ま
し
て
総
額
五
百
八
十
七
万
九
千
円
な
減
額

い
た
し
て
ど
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
大
き
念
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
設
出

で
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
布
良
漁
港
関
係
の
補
助
金
五
百
四
十
万
等
が
主

左
も
の
で
ど
ざ
い
を
す
。

一
三
款
の
寄
付
金

k
b
き
ま
し
て
l

十
六
万
八
千
円
を
減
額
い
た
し
て
と
ざ



い
ま
す
が
、

ζ

れ
は
布
良
組
合
等
の
寄
付
金

K
対
す
る
額
で
ど
ざ
い
ま
す
。

一
七
款
の
市
債
に
な
き
を
し
て
七
百
九
十
万
を
減
額
を
い
た
し
て
ど
ざ
い

ま
す
。
第
二
中
学
校
の
改
築
関
係
の
補
助
額
の
決
定
に
伴
い
を
し
て
生
じ
ま

す
起
債
の
予
定
の
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
歳
入
を
御
説
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
歳
入
も
総
額
六
千

三
百
二
万
四
千
円
と
い
う
と
と
に
相
念
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

議
案
第
六
十
五
号
昭
和
五
十
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
(
治
二
号
〉

〈
水
道
課
長
大
嶋
重
義
君
登
壇
)

O
水
道
課
長
(
大
嶋
重
義
君
)
議
案
第
六
十
五
号
昭
和
五
十
年
度
館
山
市
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
第
二
回
自
の
補
正
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
今
回
補
正
を
行
う
も
の
は

六
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
つ
は
業
務
の
予
定
量
で
ど
ざ
い
を
す
。
と
れ
に
は
二
つ
ど
ざ
い
ま
ナ
c

一
つ
は
給
水
関
係
の
数
量
の
補
正
と
、
も
う
一
つ
は
鑓
設
改
良
事
業
費
の
補

正
で
ど
ざ
い
ま
す
。

給
水
関
係
の
補
正
は
当
初
予
算

K
計
上
い
た
し
ま
し
た
年
間
給
水
量
は
二

百
六
十
五
万
四
千
立
万
メ
ー
ト
ル
で
あ

b
ま
し
た
が
、
先
般
料
金
改
定
の
慌

に
本
年
度
の
実
績
を
も
と
に
し
た
推
定
給
水
量
が
二
百
三
十
八
万
六
千
立
万

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
・
ま
し
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
補
正
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま

A
3
0
 次

に
作
名
ダ
ム
の
建
設
の
事
業
k
h
F
き
を
し
て
は
、
先
般
か
ら
防
衛
施
設

庁
に
育
長
が
事
業
の
促
進
を
積
極
的

k

b
願
い
し
ま
し
た
と
ζ

ろ
補
助
の
追

加
の
見
込
み
が
つ
を
ま
し
た
の
で
、
こ
と

K
事
業
費
を
追
加
す
る
わ
け
で
ど

ざ
い
き
ナ
。
と
れ
を
加
え
ま
す
と
事
業
費
が
総
額
で
六
億
七
百
九
十
三
万
一

千
円

K
な
り
ま
す
。

二
つ
自
に
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
補
正
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
収
入
の
萄

κか
き
ま
し
て
は
、
と
れ
は
先
般
の
料
金
改
定
に
よ
り
ま
し

て
の
収
入
増
、
と
れ
を
五
千
八
百
七
十
万
九
千
円
、

ζ

こ
に
追
!
加
と
し
て
補

正
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
ζ

の
事
業
収
益
が
一
億
七

千
一
万
三
千
円
に
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
合
す
。

支
出
の
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
受
水
費
の
噌
、
ぞ
れ
か
ら
メ
ー

タ
ー
器
の
取
り
か
え
等
が
主
な
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
三
千
二
十
七

万
円
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
支
出
の
事
業
費
用
の
総
計
が
二
億
一
千
八
百
三
十

五
万
九
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
一
二
つ

B
K
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
補
正
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
収

入

K
な
き
を
し
て
は
、
と
れ
は
企
業
債
と
国
庫
支
出
金
の
追
加
で
ど
ざ
い
ま

す
。
合
わ
せ
て
一
億
五
千
三
百
五
十
七
万
円
の
追
加
補
正
で
ど
ざ
い
ま
す
。

内
訳

K
つ
き
ま
し
て
は
、

ζ
ζ
K
掲
げ
て
あ
り
ま
す
よ
う

K
企
業
僚
が
五
千

四
百
万
円
、
国
庫
支
出
金
が
九
千
九
百
五
十
七
万
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

で
資
本
的
収
入
の
総
計
が
七
億
三
千
百
四
十
二
万
八
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次
に
支
出
の
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た

よ
う

K
建
設
改
良
一
費
の
増
で
ど
ざ
い
ま
す
。
一
億
五
千
三
百
五
十
七
万
円
の

追
加
で
ど
ざ
い
、
ま
し
て
、
と
の
支
出
の
計
が
七
億
三
千
百
回
十
二
万
八
千
円

で
ど
ざ
い
ま
す
。

四
つ
目

K
継
続
費
の
補
正
を
い
た
す
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
総
額

で
十
七
億
九
千
九
百
九
万
円
を
今
回
の
補
正

K
よ

b
-ま
し
て
十
八
億
二
千
六

百
二
十
八
万
八
千
円

K
補
正
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
J

年
割
問
h
y
額
k
h
v
き
ま
し
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
分
代
つ
き
ま
し

と
れ
は
先
日
の
市
議
会

κ
bき
ま
し
て
御
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た

次

K
、

て
は
、

-18ー



も
の
で
二
億
五
千
六
百
八
十
一
万
二
千
円
が
正
し
い
数
字
で
ど
ざ
い
ま
す
の

で
こ
の
よ
う
に
被
正
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
ぞ
れ
か
ら
昭
和
五
十
年
度

に
が
き
ま
し
て
は
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
会
し
た
と
h
v
b
、
事
業
量
の
場
加

K

伴
つ
て
の
増
額
補
正
で
ど
ざ
い
ま
す
。
を
た
昭
和
五
十
一
年
度

K
つ
き
ま
し

て
は
昭
和
五
十
年
度
へ
の
一
部
事
業
費
の
繰
り
上
げ
と
い
う
と
と
で
の
減
額

補
正
で
ζ

の
工
う
に
年
割
タ
額
が
念
る
わ
け
で
ご
ざ
い
を
す
。

友
会
、
継
続
費

K
フ
き
守
し
て
の
調
書

K
つ
・
き
ま
し
て
は
、
七
ペ
ー
ジ
に

掲
げ
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
と
れ
に
よ
っ
て
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま

す。
そ
れ
か
ら
五
つ
日

K
企
業
債
の
補
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ

ま
し
た
よ
う
に
水
道
の
拡
張
事
業
費
の
追
加
に
伴
つ
て
の
起
債
の
限
度
額
を

ζ

の
よ
う

K
ふ
や
し
た
い
と
思
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ
に
よ
り
ま
し

て
限
度
額
は
二
億
三
千
七
百
万
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
六
つ
目

K
た
左
卸
資
産
の
鰐
入
限
度
額
の
裕
正
で
ご
ざ
い
ま
尤

今
回
の
裕
正
が
一
千
十
六
万
五
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
、

先
ほ
ど
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
メ

1
4
1
の
購
入
が
主
体
の
も
の
で
ど
ざ

い
ま
す
。
と
れ

K
よ
り
ま
し
て
限
度
額
そ
千
九
百
九
十
万
七
千
円
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ

b
ま
ず
。

友
会
、
以
上
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
克
積
も
り
の
恭
一礎
で
詳
し
く
街

説
明
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
を
す
の
で
九
ペ
ー
ジ
を
沿
開
き
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

収
益
的
収
支
の
う
ち
の
支
出
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
を
す
。

原
水
及
び
浄
水
費
の
中
で
委
託
料
と
受
水
費
を
補
正
す
る

4~
の
で
ど
ざ
い
ま

す
が
、

ζ

の
委
託
料
の
百
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
は
市
営
水

道
の
中
で
中
央
水
道
と
上
水
道
の
一
部
に
夏
に
水
不
足
の
た
め
菌
っ
て
い
る

地
域
が
ご
ざ
い
ま
す
。
特
K
ζ

の
作
名
ダ
ム
の
拡
張
工
事
が
完
成
す
る
ま
で

の
聞
の
水
源
手
当
と
い
う
ζ

と
が
非
常
に
大
事
念
、
し
か
も
急
を
要
す
る
課

題
と
な
っ
て

-
p
b
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
の
水
源
調
査
委
託
料
を
ζ

ζ

K

計

上
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
水
源
は
ど
と
に
ど
ん
な
水
源
を
求
め
る
と
い

う
よ
う
念
ζ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ζ

の
調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
き
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
な
タ
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
と
れ
は
急
を

要
す
る
と
と
で
あ
J

り
ま
す
の
で
、
専
門
業
者
に
委
託
し
て
一
日
も
早
〈
水
源

の
権
保
が
で
き
る
よ
う

K
努
力
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
受
水
品
質
で
千
百
四
十
三
万
円
の
追
加
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
と
れ

は
当
初
一
立
方
当
え
h
y
三
十
七
円
で
二
百
五
十
万
六
千
二
百
十
六
立
方
で
と

れ
が
九
百
四
十
八
万
円
を
計
上
い
・
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
と
ろ
が

一
房
州
水
道
一
の
移
管
を
受
け
入
れ
・
ま
し
て
か
ら
約
六
カ
月
近
〈
に
な
る
わ
け
で

ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
実
績
か
ら
し
ま
す
と
受
水
量
は
月
平
均
約
三
万
立
方

で
年
間
約
三
十
六
万
立
方
が
見
込
ま
れ
ま
す
内
こ
の
料
金
は
四
月
一
カ
月
だ

け
が
一
立
方
当
た
り
三
十
七
円
で
残
h
y
の
十
一
カ
月
分
に
つ
き
ま
し
て
は
億

上
が
り
に
よ
り
を
す
一
立
方
当
た
り
六
十
円
で
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
と
れ

を
一
カ
年
の
計
算
に
い
た
し
ま
す
と
い
う
と
二
千
九
十
一
万
円
と
な
り
ま
す

の
で
、
当
初
予
算
と
の
不
足
分
を
と
と
に
補
正
で
な
願
い
す
る
も
の
で
ど
ざ

い
ま
す
。

-19-

次

K
配
水
及
び
給
水
受
の
補
正
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
備
消
耗
品
で

二
十
五
万
六
千
円
の
追
加
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
給
水
車
の
タ
イ
ヤ
四

本
が
い
か
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
と
、
パ
イ
プ
レ
ン
チ
だ
と
か
そ
の
他
の
備

消
耗
品
の
購
入
費

K
不
足
が
生
じ
ま
す
の
で

hv
顧
い
す
る
も
の
で
と
ざ
い
ま

す。
ぞ
れ
か
ら
修
繕
費
千
七
百
五
十
万
円
の
追
加
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

の
内



容

K
つ
い
て
は
メ
ー
タ
ー
取
り
か
え
の
た
め
の
費
用
が
大
部
分
で
ど
ざ
い
ま

し
て
、
千
四
百
五
十
万
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

の
内
訳
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
メ
ー
タ
ー
一
個
の
繕
入
代
金
が
四
千
八
百
円
で
と
れ
の
千
九
百
怨
分

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
九
百
個
分
は
メ
ー
タ
ー
の
作
動
不
良
介

と
定
額
制
と
を
含
め
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
あ
と
の
一
千
個
分
に
つ
き

・
ぎ
し
て
は
法
定
の
按
限
切
れ
の
メ
ー
タ
ー
が
あ
り
を
す
の
で
、
と
の
数
景
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

き
た
、
取

D
か
え
の
委
託
料
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
指
定
工
事
応
に
委
託
し

一
件
当
た
り
六
千
円
で
九
百
一
戸
会
を

て
行
わ
せ
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、

計
上
い
た
じ
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

左
hv
、
ζ

の
ほ
か
に
配
水
施
設
関
係
、
特
代
中
央
水
道
関
係
で
ど
ざ
い
ま

す
が
、
'
一
加
圧
ポ
ン
プ
と
か
山
本
の
電
柱
の
腐
食
し
て
会
り
ま
す
関
係
、
真
倉

の
配
水
施
設
の
修
理
等
が
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
修
理
費
が
三
百

万
円
程
度
必
要
で
ど
ざ
い
古
臥
し
て
か
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
工
具
器
具
及
び
備
品
舵

λ
費
で
ど
ざ
い
ま
ナ
が
、
八
万
四
千
円

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
は
メ
ー
タ
ー
取

b
か
え
に
伴
い
ま
し
て
必
要
を
工

具
器
具
類
の
購
入
を
い
た
し
た
い
と
い
う
と
と
で
の
計
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ
で
支
出
を
終
・
9
主
し
て
、
す
ぐ
上
の
収
入
の
欄
を
御
覧
い
た
だ
台
た

い
と
患
い
ま
す
。

事
業
の
収
益
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
五
千
八
百
七
+
万
九
千
円
で
ど
ざ
い
さ

す
。
と
れ
は
今
回
の
料
金
改
定
忙
よ
り
ま
す
料
金
の
矯
収
額
を
計
上
い
た
し

た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
説
明
欄
に
上
水
道
分
、
中
央
水
道
一
分
、
さ
ら
に
簡

易
水
道
九
万
に
内
訳
が
掲
示
し
て
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
よ
う
左
内
容
で
ど
ざ
い

ま
す
。
増
収
と
念
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
合
願
い
い
た
し
ま

す。

次
に
一
一
ペ
ー
ジ
資
本
的
収
支
の
う
ち
の
支
出
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。
一

呂
の
水
道
拡
張
費
の
中
で
俄
消
耗
品
費
の
二
十
万
七
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
ー

と
れ
は
水
道
拡
張
用
の
備
消
耗
品
資
が
ζ

の
程
度
年
度
末
ま
で
不
足
が
見
込

を
れ
ま
す
の
で
計
上
を
い
た
し
・
ま
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
委
託
料

K
千
二
百
七
十
九
万
八
千
円
の
計
上
で
ご
ざ
い
ま
す
が

と
の
大
き
な
も
の
は
水
道
施
設
の
実
施
設
計
委
託
料
で
ど
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

は
〆
ム
を
含
む
水
道
施
設
の
早
期
完
成
と
い
う
と
と
を
蹴
し
て
い
る
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
来
年
度
ダ
ム
と
並
行
し
て
浄
水
場
。
工

事
も
行
う
計
函
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め

K
は
浄
水
施
設
関
係
。
矢
施

設
計
を
今
年
度
中

K
完
了
い
た
さ
念
い
と
間
に
合
わ
念
〈
な
り
ま
寸
ノ
の
で
、

と
れ
を
計
上
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

を
hv
、
そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、
ダ
ム
関
係
の
工
事

K
っ
き
・
ま
し
て
は
管
理

監
替
を
建
設
技
術
研
究
所
に
依
頼
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ

W
ま
す
が
、
当
初

予
算
の
計
上
額

K
対
し
ま
し
て
と
の
管
理
監
督
の
契
約
金
額
が
若
干
不
足
い

え
し
ま
す
の
で
、
と
れ
と
合
わ
せ
た
も
の
が
今
回
の
追
加
で
ど
ざ
い
ま
す
。

賃
借
料
の
七
十
万
円
で
ど
ざ
い
交
す
が
、
現
場
近
〈
に
工
亭
の
監
督
の
詰

め
所
が
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
建
物
は
プ
レ
ハ
ブ
で
十
五
坪
の
も
の
を
業
者
か

ら
借
り
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ
が
本
年
度
分
が
六
十
九
万
九
千

六
百
円
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
会
す
の
で
こ
こ
に
計
上
い
た
し
ま
し
た
c

そ
れ
か
ら
工
事
請
負
費
k

b
き
ま
し
て
一
億
一
千
五
百
万
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

ζ

れ
は
当
初
三
億
一
千
万
円
計
上
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
れ

K
対
し
ま
し
て
防
衛
施
設
庁
の
補
助
対
象
の
工
事
費
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
が
二
億
七
千
四
百
余
万
円
で
、

ζ

れ
で
は
ダ
ム
の
早
期
実
現
を
期
す
る

と
い
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
・
ま
し

た
よ
う
に
市
長
か
ら
再
三
防
衛
施
設
庁
に
対
し
ま
し
て
積
極
的
な
陳
情
を
行

円

u
nJム



い
ま
し
た
結
来
、
先
般
事
業
量
k
h
g
き
ま
し
て
一
億
五
千
万
円
の
追
加
が
認

め
ら
れ
る
運
び
と
合

b
-ま
し
た
の
で
、
と
の
事
業
予
算
額
の
不
足
分
を
と
と

K
追
加
計
上
を
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

な
か
、
.
タ
ム
の
工
事
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
殺
を

行
ヮ
て
予
定
ど

b
b進
行
し
て
な
り
ま
す
。
と
の
ま
ま
進
み
ま
す
と
、
と
と

し
の
十
月
末
に
は
本
年
度
当
初
予
定
の
工
事
は
完
了
の
見
込
み
で
ど
ざ
い
ま

す
の
で
、
と
の
一
一
部
決
を
い
た
だ
き
古
ふ
し
た
な
ら
ば
引
き
続
い
て
追
加
工
事
二
乞

行
っ
て
い
き
た
い
と
、

ζ

う
思
っ
て
か
り
ま
す
。
本
年
度
末

K
と
の
工
事
が

阪
調
印
昨
日
進
み
ま
す
と
い
う
と
、
進
捗
率
は
六
九
係
に
達
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す。

し
た
が
い
骨
仇
し
て
私
ど
も
は
来
年
の
夏
ま
で
に
は
ダ
ム
を
一
日
も
早

〈
完
成
い
た
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
つ
き
を
し
て
、
明
る
い
見
通
し
と
を
つ

て
会
り
ま
す
の
で
、
一
そ
う
と
の
面
の
努
力
を
い
た
し
た
い
と
思
い
吉
す
の

で
よ
ろ
し
く
か
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
を
す
。

そ
れ
か
ら
投
資

K
二
千
四
百
四
十
万
計
上
い
た
し
き
し
た
。
作
名
グ
ム
の

水
没
か
ら
上
の
作
名
部
落
の
共
有
地
が
、
山
林
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ
る
わ

け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
や
は
り
買
い
取
り
が
地
元
の
条
件
で
ど
ざ
い
き
し
て
と

れ
を
千
安
県
地
方
土
地
開
発
公
社
k
h
u
願
い
い
え
し
ま
し
て
、

ζ

と
の
委
託

事
業
と
し
て
豆
沼
六
百
八
十
八
万
五
千
五
百
十
円
の
支
出
を
受
け
て
代
金
を

支
払
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ

K
対
し
・
ま
し
て
、
出
資
率
八

dw
の
と

の
接
金
が
必
要
だ
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
と
の
介
を
と
と
げ
れ
計
4

上

い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ
に
つ
司
習
合
し
て
公
社
の
ほ
う
か
ら
の

通
知
が
本
年
の
三
月
頃
参
り
ま
し
て
当
初
予
算

K
計
上
で
女
友
か
っ
た
も
の

で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
と
れ
を
今
回
と
と
に
な
履
い
す
る
も

C
で
ど
ざ
い
き
す
。

そ
れ
か
ら
水
道
資
産
の
燐
入
授
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
と
に
四
十
六
万
五

千
円
の
計
上
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
滅
菌
器
一
台
と
そ
れ
か
ら
冷
蔵
庫

水
質
検
査
用
の
も
の
で
ど
ざ
い
」
ま
す
が
、

こ
う
し
た
も
の
が
い
た
ん
で
佼
用

K
耐
え
ら
れ
な
く
念
っ
た
と
い
う
と
と
と
、
浄
水
場
で
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー

を
一
台
求
め
た
い
と
い
う
ζ

と
で
四
十
六
万
五
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
。

あ
と
の
量
水
器
の
関
係
は
、
と
れ
に
つ
き
ま
し
て
水
道
新
設
の
場
合
の
メ

ー
タ
ー
を
購
入
す
る
金
額
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
目
の
配
水
施
設
費

に
計
上
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ζ

と
が
の
ち
に
わ
か

b
ま
し
た
の
で
こ
と
で
更

正
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

次

K
資
本
的
収
入
で
ど
ざ
い
ま
す
G

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
と

の
財
源
は
企
業
債
と
国
庫
補
助
金
で
ど
ざ
い
ま
す
。
企
業
債
に
フ
き
・
ま
し
て

は
と
と
に
掲
げ
て
あ
担
ま
す
と
会
り
で
ど
ざ
い
ま
す
。
ま
た

町出
庫
補
助
金
に

つ
き
・
ま
し
て
は
、
ダ
ム
関
係

K
つ
F

き
安
し
て
は
防
衛
庁
関
係
の
補
助
金
、
こ

れ
が
と
の
説
明
欄
の
上
欄
の
金
額
で
ど
ざ
い
ま
す
。
厚
生
省
関
係
の
も
の
は

下
欄
の
補
助
金
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
う
し
た
今
回
の
補
正
に
よ
り
「
ま
し
て
さ

ら
に
増
加
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
厚
生
省
関
係
に
が
き
ま
し
て
も
こ
れ

は
防
衛
施
設
庁
の
補
助
が
事
業
量
が
ふ
え
る
ζ

と
に
よ
っ
て
や
は
り
e

厚
生
省

関
係
め
も
の
も
矯
額
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
ζ
ζ

に
ふ
え
る
ζ

と

に
な
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
両
者
を
合
わ
ぜ
ま
す
と

い
う
と
総
額
三
億
三
千
八
百
九
十
七
万
円
が
国
庫
補
助
の
本
年
度
の

念
る
見
込
み
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

O
議
長
(
士
凶
田
勇
治
郎
君
〉

-
内
ノ
』

)r，" 
i/l.. 

以
上
で
各
案
件
の
説
明
は
終
り
ま
し
た
。

休

え』τz 

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
た
ば
か
り
い
た
し
ま
す
。

議
案
調
査
の
た
め
明
九
月
二
十
六
日
か
ら
九
月
二
十
八
日
ま
で
の
三
日
間



O
議
会
(
士
ロ
田
勇
治
郎
君
)
本
自
の
会
議
は
と
れ
に
て
延
会
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ζ

れ
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
J
)

O
議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
日
は
と

れ
に
て
沼
会
す
る
ζ

と
K
決
し
き
し
た
。

次
会
は
九
月
二
十
九
日
午
前
十
時
開
会
と
い
た
し
ま
す
。
そ
の
議
事
は
通

告
に
よ
る
行
政
一
般
質
問
と
い
た
し
言
ナ
。

-22-

休
会
い
・
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
れ
に
御
異
議
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
を
す
。
よ
っ
て
明
九
月
二

十
六
日
か
ら
九
月
二
十
八
日
会
で
の
三
日
間
休
会
す
る
と
と
に
決
し
き
し
た
。

延

会

午
後
零
時
十
介
延
会

。
本
日
の
会
誌
K
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
発
議
案
第
三
号
、
議
案
第
五
十
九
号

一
、
認
定
銃
一
号
乃
若
一
認
定
第
七
号
、
報
告
第
四
号
、
議
案
第
六
十
号
乃
至
議

案
第
六
十
五
号

一
、
休
会

、.、
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